
17 Management & Technology for Creative Kyoto 2020.1 18Management & Technology for Creative Kyoto 2020.1

販
路
開
拓

人
材
育
成

設
備
導
入

経
営
全
般 

他

化
学・環
境

電
気・電
子

デ
ザ
イ
ン

技
術
全
般 

他

食
品・バ
イ
オ

補
助
金・

助
成
金

創
業・

事
業
承
継

相
談・

専
門
家
派
遣
経
営
革
新・

新
事
業
展
開

機
械
設
計・

加
工

材
料・

機
能
評
価

表
面・

微
細
加
工

企
業
連
携・

産
学
公
連
携

●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 食品・バイオ担当　TEL：075-315-8634  E-mail：ouyou@kptc.jp

ハラールとは
　「ハラール（Halal）」とは、「合法」や「許された」を意味するア
ラビア語で、シャリーア（イスラーム法）で合法と判断されるも
ので、ムスリムはハラールな食品でないと安心して食べること
ができません。

ハラールとハラーム
　「ハラール」に対して「ハラーム（Haram）」は、「不法」や「禁じ
られた」ものを表し、シャリーアで不法と判断されるものです。
　シャリーアにはハラームな食品が書かれており、ハラーム以
外の食品がハラールな食品になります。代表的なハラーム食
品には、豚肉や血、アルコール（酒）などがあります。一方、野菜
や穀物、果物などの植物性食品、魚などがハラール食品になり
ます。また、牛肉や鶏肉などもシャリーアに則って適切に屠畜す
ることが求められます。主なハラール食品とハラーム食品を
表１に示します。

宗派や法学派による解釈の違い
　イスラーム教にはシーア派とスンナ派（スンニー派）があり、
更にそれぞれの宗派に様々な法学派があります。これらの宗派
や法学派によって、「ハラール」と「ハラーム」に対する解釈が異
なる部分があります。例えば、魚介類では鱗のある魚がハラー
ル食品であることは共通していますが、鱗の無いウナギやイ
カ、タコ、エビ、貝などは宗派や法学派によって解釈が異なりま
す。また、個人によっても解釈が異なることがあります。

ハラール認証
　現在、ハラール認証に関する国際的統一規格はなく、イス
ラーム圏の国や地域ごとに認証機関があります。また、認証機
関は、国家的機関、宗教機関、NPO、営利企業など様々です。
イスラーム圏への輸出時に取得するハラール認証は、輸出先
の認証機関か国内にある公認認証機関（表２）に申請します。
　ハラール認証を得るためには、ハラールな食品というだけで
はなく、HACCPやISO２２０００などの認証を得ているか、または
同等の衛生管理がされていることが必要です。また、ハラーム
なものと完全に分離されていることも求められますので、ハ
ラームな食品も製造されている場合は、製造ラインを完全に分
けることも必要です。

ムスリムとハラール認証
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●お問い合わせ先／ 京都府中小企業技術センター 応用技術課 デザイン担当　TEL：075-315-8634  E-mail：design@kptc.jp

　2019年度グッドデザイン賞は10月1日に受賞結果が発表さ
れ、10月31日からは受賞展が東京ミッドタウンで開催されまし
た。グッドデザイン賞は1957年の創設以来、日本を代表するデ
ザインの評価・推奨の運動として広く知られています。プロダク
トをはじめ、建築・プロジェクトなど幅広い領域から応募される
デザインに対して、外見上の印象だけでなく使い勝手や環境へ
の配慮、社会への提
案力など、さまざま
な観点から審査さ
れます。今年度の共
通テーマは「デザイ
ンの持つ美しさ、そ
して共振する力」。
審査対象4772件
に対し1420件が受
賞しました。
 
2019年度の傾向
　グッドデザイン賞は世界各国から応募がありますが、その中
でもアジアでの認知度は高く、特に中国勢が全受賞件数の1割
以上（今年度は中国・台湾・香港で173件が受賞）を占めます。
これらアジア勢からの提案は毎年増加しており、近年は特に新
技術・新提案を盛り込んだものが多く見られ、これらの地域の
開発意欲の高まりが窺えます。
　対して日本国内からの提案で特徴的なのは、定番・成熟商品
に対する新たな価値の提供。製品単体の完成度の高さだけで
なく、人との関わりを具現化したものが目を惹きました。

グッドデザイン大賞
　グッドデザイン大賞は全ての受賞対象を通じて、本年度を象
徴するデザインに贈られる賞で、審査委員等だけでなく展示会
来場者の投票結果も含めて決定されます。
　今年度大賞に選ばれたのは富士フィルム（株）の「結核迅速診
断キット」です。これは写真現像の「銀増幅技術」を応用し、尿中
の僅かな成分から結核菌の存在を判定するもので、電力供給
などのインフラが安定しない開発途上国などでも、電源や装置

を用いない簡
単確実な検査
を実現してい
る点が高く評
価されました。

京都企業の受賞
　京都企業が特に強みを見せたのが産業/医療機器設備の分
野。受賞30点のうち5企業13点がこの分野に集中しています。
　このユニットでは、産業／医療現場における専門家の人手
不足を補い、無人で、あるいは知識、経験の少ない者でも問題
なく扱えることを特徴とした提案が数多くみられました。ただ、
そのアプローチの方法は様々であり、先端技術を積極的に取
り入れて問題解決を図っている事例が多数示される一方、大
賞となった「結核迅速診断キット」に見られるような既存技術を
応用、発展させたものや、京都機械工具（株）の「落下防止機構
付きソケットビット」のように、各部品の接合の工夫だけで作業
現場の安全性を大きく向上させている提案があることも特徴
です。

デザイン担当の支援
　当技術センターのデザイン担当では、デザイン賞の応募支
援や情報提供をはじめ、自社製品のデザインの改良、パンフ
レットやパッケージのデザインを変えたい、デザインに強い社
内スタッフを育てたい、企画について社外の客観的な意見が
聞きたい、など様々な取り組みについてのアドバイスを実施し
ています。
　また、デザイナーとのマッチングの場の提供や企業からのデ
ザイン研究生の受け入れ、3Dプリンタや動画撮影などデザイ
ンの技術に関する相談もお受けしています。

KYOTO DESIGN WORK SHOWのご案内
　デザイナーとのマッチングの場の提供として京都ビジネス
交流フェアの会場で毎年開催しているのが「KYOTO DESIGN 
WORK SHOW」です。プロダクトデザインを得意とするデザ
イン企業がそれぞれの仕事例を展示する他、ミニセミナー「デ
ザイン活用ガイダンス」でデザインをするにあたっての考え方
等を紹介されます。その場で直接質問や相談にも応じていた
だきます。また、会場では併せてグッドデザイン賞やiFデザイン
アワード（ドイツ）の応募説明会も行いますので、ぜひお立ち寄
りください。

2019年度グッドデザイン賞受賞展から
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結核迅速診断キット

　ムスリムと呼ばれるイスラーム教徒は、ハラールな食品を食べることが求められています。ハラール食品については厳格な規
定があり、特に加工食品では一見しただけではハラール食品であるかの区別がつきません。その為、ハラール食品を示すハラー
ル認証があります。国内ではインバウンドの増加に伴い、ムスリムの訪日客も増えています。また、イスラム圏への輸出食品には
ハラール認証が必要な場合もあります。ハラールとハラール認証の概要について、紹介します。

表１　ハラールとハラーム食品の分類

＊ イスラーム法に則ってハラールな種類の動物を屠畜した肉
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表２　国内ハラール認証機関

宗教法人日本ムスリム協会（JMA）

NPO法人日本ハラール協会（JHA）

宗教法人日本イスラーム文化センター（JIT）

NPO法人日本アジアハラール協会（NAHA）
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アラブ首長国連邦
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応用技術課　福岡 崇

日時　令和2年2月13日（木）14日（金）10時～17時
場所　京都パルスプラザ（京都府総合見本市会館）
内容　プロダクトデザイナーによる具体的な
　　　デザイン事例の紹介
　　　グッドデザイン賞・iF DESIGN AWARD応募説明 等

KYOTO DESIGN WORK SHOW

出典  ハラール食品輸出に向けた「手引き」（更新版）、農林水産省（H30）


